
　CMrに求められる能力・知識は、広範かつ
深いものであることは論を待ちません。顧
客・ステークホルダーは、CMrの発言・行動
を通じて、本当に有能な方かどうかをよく見
ておられ、教育の成果は、CS（顧客満足度）
に直結します。こうした観点から、当社では
属人的な能力向上に加え、組織的な対応を
実施しており、本稿ではその概要を御報告し
ます。
　当社の社内教育の目指すものは、「ナレッ
ジを活用したπ型人材の育成」です。T型人
材とは、専門性の高いスペシャリストであるI
型人材が、マネジメント能力を身につけた
ジェネラリストであるー（バー型）型人材を兼
ね備えた姿を指しますが、まずはT型を目指
すことが第一段階となります。さらには、社
会ニーズの変化にも対応できる様、２つ目の
専門領域を持つ「π型人材」となることを当
社の目標としています。現状では、社会課題
の解決のためには、ESG、事業性、災害対応、
DX等が必須の事項となっています。
　社内教育の運営は、業務を通じて得られた
膨大なナレッジを、全社で活用できるよう専
門部署が担当しています。ナレッジ活動は、
収集・整理・活用の分類できますが、これら一
連の活動をワンストップで運用することによ
り、効率化を図っています。運営ポリシーは、
役職員の貴重な時間を活用していることを
重視し、勤務時間の約5%程度とすることと、
役職員からのフィードバックを通じて、より有
効性の高い教育プログラムとなるよう更新
を継続することにあります。
　教育プログラムは、大別して３種あり、新
卒者向け・キャリア採用向け・役職員向けが
あります。新卒者向けでは、まず建築一般のI
型を目指していただくため、チューター制を
導入しています。キャリア採用向けでは、マ
ネジメント技術であるー型の付加が中心と
なります。役職員向けでは、継続学習のために
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最新の知見の獲得を目標として運用してい
ます。いずれにも共通する視点は、いわば当
社のDNAを、如何に伝承するかという点に
あります。
　教育メニューは、I型向け専門知識系と、ー
型向けマネジメント技術的系ー型向けに大
別されます。役職員のキャリアプランに合わ
せ、I型向け専門知識は広範ですが、出版物
や講演会等のリソースが多いため、実務に特
化した選別が必要となります。一方でー型向
けマネジメント技術は、総論はCMガイドブッ
クが有効なのですが、個別プロジェクトにお
ける各論としては、個別性が強いため、事例
紹介、社内プレゼの実践での訓練、OJTが中
心となります。文章力や資料作成をはじめ、
CAD/BIM を含むIT面では、各種ソフトの
利活用、情報セキュリティ、Web会議やクラ
ウド化のメリ・デメリなどが、上記の横断メ
ニューとなります。
　教育ツールは、社内リソースと社外リソー
スを併用しています。社内リソースは、ノウハ
ウを纏めた技法の講義、プロジェクトレビュー
の視聴、CM選奨受賞プロジェクトの紹介など
を活用し、社外リソースでは、CM協会を始め
とする講習会・セミナーへの参加、講師による
講演会、e-ラーニングの受講、などを活用して
います。コロナ禍に伴う在宅勤務の常態化に
対応し、参加しやすくかつ能動的なツールと
なるよう吟味しています。
　今後の目標は、いかに継続学習を「わがこ
と」にするかです。社会のニーズを皆さんは、
実務を通じて実感されておられるのですが、
組織で業務を行う場合、自分ではなく有識者
が担当すれば良い、という発想がまだまだ少
なくありません。ニーズに即応できるよう、
今一度、CMrの役割はQCSの管理だけなの
かを再考し、自発的に「わがこと」として「π
型」の職能を身につける必要があると考えて
います。

CM 実務領域・CM 実践企業における教育・CM 人材育成Part- I特集

　日建設計コンストラクション・
マネジメント株式会社

執行役員　東　利彦

　中途採用が中心の当社は、設計・建設分野に
とどまらず多種多様な業界から様々な背景を
持った人材が入社します。彼ら彼女らが「明豊の
CMr」になるために最も重要なのは「明豊の
CMr」としてのマインドセットを身に付けること
であり、それが新入社員にとって最大のチャレン
ジだと当社では認識しています。新入社員が当
社の理念である「フェアネス」「透明性」「お客様
側に立つプロフェッショナル」を体現し、いきなり
業務のどんな場面でも「明豊のCMr」としての
理念を忘れず行動する姿勢を実現することは容
易ではありません。前職の設計者や施工者とし
ての視線を捨てられず、ともすれば今までの経
験に頼ってCMrとしての自身の立ち位置を忘れ
た行動をとってしまいがちになります。当社では
座学とOJTにより理論と実践を組み合わせた教
育を施し一人ひとりがCMの本義を体得するよ
う時間をかけて育成しております。
　具体的には、入社してすぐの新人研修で会社
の仕組みやシステム利用等についての一般的
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な講義に加え、経営陣による当社の事業理念・
経営方針について、数人単位のインタラクティ
ブなミーティングが持たれます。シニアスタッフ
による実務研修も行われますが、そこでもプロ
ジェクトマネジメントにおける技術的なプロ
フェッショナルスキル講義と共にお客様に対す
る基本的な姿勢が強調されます。
　ただ頭で理解しただけでは行動に結びつきま
せん。新人たちは入社して日が浅いうちに現場
に出され、先輩社員の行動を見ながら明豊の
CMを学んでいきます。経験も知識も異なる新
入社員の力量を見極め、戦力化するために必要
なスキルやノウハウを、理念に基づいた行動と
ともに教え込んでいくことが先輩社員の重要な
任務となっています。
　BIM、脱炭素化、DX等CMrが取り組まねばな
らないエリアは今後も広がっていきますが、
基盤となる行動理念は変わらず、社員全員が
堅持していくために必要な施策を今後も洗練
していきたいと考えております。
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　弊社は全役職員34名（土木23名、建築7
名、管理4名）の構成です。CM業務への取組
は、私が異業種より入社した2001年に遡りま
す。入社以降「日本の建設業界」を様々な角度
で学ぶ中で、非常に優れた技術力を各社保有
しているものの、「生産志向」が強く他業界に
比べ「顧客志向」は弱い業界であると感じてお
りました。逆に「顧客志向」に基づく明確な企
業理念を掲げ方向性を示せば、小規模な設計
事務所でも存在感を示し成長できるとも感じ
ました。その時期にCMと出会った次第です。
CMは、「顧客志向」「社会志向」の実現の場で
あると考えます。
　弊社のCM教育は、第1に「企業理念の徹
底」です。企業理念は全役職員の業務におけ
る道標であり、迷った際の指針です。全役職員
に入社研修以降、「お客様の幸せ」「社会の幸
せ」「社員とその家族の幸せ」の実現のため
に、技術力、アイデア力（提案力）、サービス力
の3つの力の研鑽を徹底します。第2にCMr
としての「専門性と総合性」の習得です。弊社

社内CM教育・人材育成について
役職員は全員中途入社です。社歴は様々であ
り、各人専門性があります。一方でCMrは建
設計画の「プロデューサー的スキル」が必須
です。設計業界には建築意匠・建築構造・設備
等伝統的序列がありますが弊社にはありませ
ん。全ての技術担当者が専門性を持ちなが
ら、総合性をもって全体を統括できるスキル
を実務他で学びます。現実に土木・建築の融
合計画は土木建築の垣根なく、チーム内で業
務の中でOJTを行います。第3に「全員営業」
です。弊社に営業部門は存在しません。技術
者が顧客の業務を遂行し、ご評価を頂戴した
時こそが最大の営業チャンスです。しっかりと
した双方向の意思疎通をすることで営業情報
を入手し受注に繋げることができます。その
経験が、技術担当者がより顧客を理解するこ
とに繋がると考えます。
　以上3点を磨くため、実務を通したOJT（担
当ペア制他）、OFF-JT（協会主催スキルアッ
プセミナー他）、自己啓発（CCMJ他各種資格
取得支援）を会社として行っております。
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